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●スポーツフェス2016　さまざまなスポーツを楽しめます。 10月10日（祝）開会式9時45分～、15時まで　場松山下公園

　「手を上げる　子どもはあなたを　信じてる」をスローガンとす
る、春の全国交通安全運動（4月6日～15日）の実施に先駆け、白バ
イやパトカーなどによる出動式が、イオンモール千葉ニュータウン
で行われました。
　当日は式典のほか、交通安全パレードや県警音楽隊によるコン
サートなども行われ、買い物などで訪れた皆さんにも交通安全の大
切さを呼び掛けました。
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春の全国交通安全運動出動式

市内各地で満開の桜を満喫
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吉高の大桜小林牧場の桜並木

　手賀沼と利根川に囲まれ、かつて水運で栄えた宿場の名残を感じる木下の町の一角の小高い丘に、木下万
葉公園とそこに接する木下交流の杜公園があります。公園へのアプローチはいくつかあり、今回は国の天然
記念物「木下貝層」の白い看板を見て、かつて「紅葉谷」といわれた斜面の石段から登りました。深山幽谷を模

した石積みの中はしんとした静けさがあり、ところどころに万葉集の歌とそれにちなんだ植物の説明板が立っています。
　木下万葉公園後援会の山口進さんは、「木下万葉公園は、平成17年に県立印旛高校の万葉植物園と呼ばれた学校植物園を引
き継ぎ、市の公園として開園し、万葉集に詠まれた植物の歌170首のうち84首の説明板が設置され、私たちはボランティア
でその維持活動と環境美化のお手伝いを続けています」と公園の由来などを語ってくれました。
昭和41年ごろの学校植物園には約800種、4万本の樹木・樹苗が植えられ、全国でも類を見ない
学校植物園であったそうです。
　石段を上がり、さらに歩みを進めると、常緑広葉樹のシ
イの古木の中を進む小道があり、そこを抜けると河津桜と
アジサイが斜面一面に植栽され、子どもたちに人気のロー
ラーすべり台が望めます。さらに、高校の体育館があった
場所に建つ「木下交流の杜歴史資料センター」の先の広場か
らは、近くに筑波山、遠くに富士山まで関東平野を囲む山
並みと、利根川の悠然とした流れも望めます。あなたも新
しい発見に出会えるかもしれません。
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紅葉谷と呼ばれた斜面 万葉人の心を伝える説明板 木漏れ日が美しい
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